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                               日置市立日吉学園  

                                        校  長  松元 智 

 

日頃から本校の教育活動にご理解とご協力を賜り、

誠にありがとうございます。子どもたちが健康で元気に

1 学期の終業式を迎えられたことを心より嬉しく思いま

す。今学期は７５日間という長い期間でしたが、振り返

るとあっという間に過ぎ去ったように感じております。 

 今学期、児童生徒一人ひとり日々一生懸命に学校生

活を送る姿が印象的でした。勉強や運動だけでなく、

生徒会や委員会活動、部活動、地域の行事など、多くの場面で挑戦し、成長する姿を見ることが

できました。これらの経験は、自分自身の可能性を広げるとともに、人との関わり方や協力する心

も育んでいます。児童生徒たちが積極的に取り組む姿勢は、ご家庭でも温かく見守っていただい

たおかげであり、心から感謝申し上げます。 

 また、1 学期には運動会や地域行事として「せっぺとべ」の奉納踊り、地区総体、ふるさと学寮な

ど、学校内外でも多彩な行事や活動が開催されました。子どもたちが仲間と協力し合いながら頑

張った思い出は、宝物として心に残っていることでしょう。こうした経験を通じて、「協力すること」

や「努力すること」の大切さを学び、それらの価値観は今後の「生きる力」にもつながっています。 

 さて、明日から待ち望んだ夏休みが始まります。子どもたちはそれぞれ計画していることでしょ

うが、この夏休みは普段できない様々な体験や挑戦の絶好の機会です。部活動等での技能向上

や学習面では 1 学期の復習や苦手教科の克服、新しい趣味への挑戦、自由研究や読書、絵画な

ど、多彩な活動に積極的に取り組んで貰いたいと思います。また、ご家族との旅行や自然体験な

ども、子どもたちの心身の成長につながります。一緒に思い出作りをお願いします。 

さらに、規則正しい生活リズムと健康管理も重要です。早寝早起きを心掛け、バランスの良い

食事と適度な運動によって、子どもたち自身が元気いっぱいに過ごせるようご配慮ください。また、

この時期に虫歯の治療等も行っておいてください。そして、お手伝いや家庭内での役割分担を決

め、自立心と責任感も育てていただければと思います。 

 最後に、安全第一を徹底してください。「いかのおすし」の心得（「誘われても断る」「危険な場所

には近づかない」「大声で助けを呼ぶ」「車には気をつける」）を忘れず、自転車乗車時のヘルメッ

ト着用や交通ルール遵守についても指導いただきたいと思います。また、子どもだけで水辺には

絶対に近づかないなど、水難事故にも十分ご注意ください。 

  夏休み期間中も子どもたちが安全・安心に過ごせるよう、ご家庭でも温かく見守りながら、ご

支援・ご協力くださいますようお願い申し上げます。そして、出校日には笑顔いっぱいの子どもた

ちに再会できることを、教職員一同楽しみにしております。 

せっぺ 翔べ 

令和７年度 ７月号 

「子どもたちの夢と挑戦を育む夏休み」 

 



７月 19日（土）～ 

県中学校総合体育大会 

    21日（月） 吹奏楽部 夏の祭典 

    31日（木） 県吹奏楽コンクール 

８月  8日（金） 日置市子ども議会 

24日（日） PTA環境美化作業 

人権教室（後期課程） 

7 月４日（金）5・6 時間目に、日置市の人権擁護委員の方々による人権教室が行

われました。それぞれの教室に分かれた人権擁委員による授業の中で、他人に対す

る思いやりや自他を尊重することの大切さについて学びながら、正しい人権感覚を養

う良い機会となりました。 
（生徒の感想文より） 

〇 私は今日の人権教室で人権の大切さを改めて知ることができました。私は差別を

なくすためにお互いの相違を認め合い、仲良くすることが大切だと思いました。これからもお互いの相違点を認め合い、

みんなで仲良く過ごしていきたいです。（7年） 

〇 お互いの意見や個性を認め合うことは、大切なことだと思いました。差別や偏見が人の命を奪うかもしれないので、

とても差別や偏見が怖いものだと感じました。一番大切なことは、自分のことを大切にしたり、自分の良いところを見つ

けたり、自分を好きになることだと思いました。（7年） 

〇 今日は、スペクトアザーズについて知ることができて、とても良かったと思います。リスペクトアザーズは尊重し合うこ

と。この言葉を忘れずに過ごしていきたいです。周りの人の考えを最初から否定せずに、まずは受け入れて、みんなの

意見を聞いていきたいと思います。これまでの行動を見直し、相手の気持ちを考えていきたいです。（8年） 
〇  「＋」助ける。「－」引き受ける。「×」声をかける。「÷」いたわる。この 4つの言葉を大切にして生活していこうと思い 

ました。（9年） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

７・８月の主な行事予定 

 【お知らせ】～多額の支援をありがとうございます～  

  令和7年2月に建立された日吉学園の本田勝彦氏顕彰碑は、郷土の教育振興と子どもたちの未来を支えるために、

多大な寄付を行った本田勝彦氏の功績を後世に伝えるためのものです。本田氏が寄付した資金は、本田文庫や部活

動の推進など、学校のさまざまな教育活動に役立てられてきました。この顕彰碑は、多くの日吉町民や日吉にゆかりの

ある方々、そして地域企業からの温かいご寄付によって建立されました。 

   このたび、建立実行委員会からは、残余となった費用415,147円を日吉学園の教育活動に有効活用してほしいとの

ご意向が示されました。学校では、この善意を受け止め、昼休みに子どもたちが快適に遊べるボールや暑さ対策グッズ

など、実際の教育現場で必要とされる物品購入や環境整備に充ててまいります。 

   このような地域の皆様からの温かいご支援とご厚意によって、日吉学園はより良い教育環境を築き続けることができ

ます。本田勝彦氏への敬意と感謝を胸に、今後とも地域一丸となって子どもたちの健やかな成長と未来づくりに努めて

まいります。皆様のお力添えに深く感謝申し上げます。 
 

 【県図画作品コンクール日置市審査会】７月１０日（市中央公民館）  

＜特 選＞  

１年 西留 繕夢 (県審査へ)         ２年 内匠 瑛大(市特選) 

５年 池水 美陽 （県審査へ)        ７年 松原 小夏(県審査へ)   

９年 竹之下 佳桜里（県審査へ）    ９年 小松 友結(県審査へ)  

９年 神谷 汐音 （県審査へ）    ９年 下瀬 弥生(県審査へ) 

＜入 選＞   

３年 八尾 柚輝   ３年 国生 龍之介  ４年 鳥越 咲代乃     

６年 田村 柊翔   ６年 上門 結愛 

からいも交流 ７月１４日「からいも交 

 事業」の一貫で，香港の大学生２人が本校を 

訪れ、学園生と交流を深めました。 

テーさん・コウさんからメッセージ 

・ 今日はみんなと一緒に勉強する。とても楽 

しいです。み 

んなと話をす 

るのが、おもしろいです。ありがとうござい

ます。鄭政言（テー・セーゲン） 

・ じゃんけん勝てなかったけどみんなが楽

しかったことが一番大切でした。日本語も

日本の文化もたくさん学びました。ありが

とうございました。黄凱哲（コー・カイテン） 

 

PTA 空瓶回収  ６月２９日に空
瓶回収を実施しました。多くの方々の

ご協力のおかげで収益金は 、

29,725 円でした。ご協力ありがとう

ございました。 


